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１ はじめに

都賀町

栃木県の南部に位置し

人口約１万３千人の町

都賀町立学校給食センター
町内全部の小学校３校、中学校１校の学校給食を
作り、平成19年度は文科省から「地域に根ざした学
校給食事業」の委託を受け、地場産物を積極的に活
用し児童生徒への食に関する指導を行っている



２ 学校給食センターについて

（１）学校給食数（平成１９年度）

児童生徒 １１０７食

教職員 ９４食

給食センター職員 １１食

合計 １２１２食



(2) 給食センター職員
所長 １名

学校栄養職員 １名

運転手 １名

調理員 ８名 計 １１名



3 地域の力を生かした
地産地消献立と食育推進



(1) 地域農産物活用の経緯

平成15年8月22日（金）の「地元農産物等
の学校給食への導入に向けた検討会」

参集範囲を変えながらの会議

平成16年4月から地元農産物の購入が始
まる



学校給食地場農産物流通促進対策事業

• 地域農産物活用実践モデル事業
• 事業主体 市町村

• 補助率 ½ 県単

• 内容 学校給食に野菜等地場産物(米、麦、
大豆を除く)を農家・農協等から継続的に
供給するための検討会及び供給体制の整
備、さらには学校給食を通した地場産物へ
の理解促進を図る



① 青果商組合との役割分担

地産地消を推進する理由を青果商組合に説明

• いちごを除く果物は青果商組合から購入する
• 生産者が納品できない時は青果商組合で納品
する

• 生産者は他市町村の生産物を手当てしないこと

以上のことを基本に青果物をＪＡ・生産者、青果
商組合が協力し合って納品することが合意され
た。



②生産者の募集と納入条件の遵守

ＪＡを通じて生産者を募るとともに、出荷希望者
(7名)に対して「給食センターへの納品様子見学
会」や「納品に関する説明会」を3日間開催し、納
入する野菜の規格や形態等について共通理解を
図った。

また、「学校給食物資購入契約に関する説明
会」を開催し、ＪＡや生産者も他の業者と同じ契約
内容・指導を実施するため、生産者にも年1回腸
内細菌検査と食材料の細菌検査を実施している。



「給食センターへの納品様子見学会」
「納品に関する説明会」



③年間統一価格による購入

「農家からの購入価格は年間統一」という
ＪＡからの依頼を受けて、品目ごとにＪＡの
見積書と給食センターの過去2年間平均価
格を比較協議して、給食センターで算出し
た平均価格より若干安価で契約締結した。



④相互理解

これらの課題は、関係者がよく話し合う
ことで相互理解が図られ、地場産物の活
用による給食が実現するに至っている。

平成16年4月から学校給食における地
場産物の供給体制を整え、町内産の農産
物を学校給食の食材として利用し、地産地
消及び食育の推進を図っている。



学校給食地産地消推進会議
(町経済課・町教育委員会事務局・JA・生産者・町青果商組合)

計画
反省

生産者・JA

出荷予定表作成

計画的な生産と
納品

青果商組合
天候等の都合で
納品できない地
場産物に代わる
の野菜の納品

予定表

発注

納品

連絡

発注

納品

給食センター

献立作成検討会
(給食主任代表・セン
ター所長・学校栄養
職員・調理員代表)

・天候等の都合で
納品できない野菜
の発注

献立予定表
一口メモ
給食だより

アンケート

学校

地場産物活
用の給食

アンケート
による評価

報告
反省

学校給食運営委員会
(教育長・学校医・学校薬剤師・学校長・PTA会長・教育委員会事務局長)
給食主任会議
(教育長・教育委員会事務局長・所長・給食主任・学校栄養職員)

図3 地場産物の供給体制



ＪＡ生産部会・農産物加工所から納品されているもの

いちご

ジュース

みそいちご

ジャム

農産物

加工所

いちごトマトにら生産部会

平成１９年度は、米粉あんぱん（町内産小豆と米粉）、
赤飯（町内産もち米）、米粉のシフォンケーキ（町内産米粉）
大福（町内産小豆ともち米）が農産物加工所からの納品始まる



納品方法



ＪＡ直売部会の農家の希望者
• キャベツ
• 小松菜
• ほうれん草
• ねぎ
・あじぱわー

・宮ねぎ

• じゃがいも
• だいこん
• 白菜
• １７年度から
にんじん

安生さん 青木さん 渡辺さん

広沢さん 伊東さん



納品方法





この特集を組んで農家の方々の取材をし、

農家方々の生の思いに触れることにより、

「地域の力」のすばらしさに感動すると共に、

「これを発信していかなければ」という使命感も沸きます



「学校給食は、ただお昼ごはんを食べるだけではないことが分かりまし
た」などというご意見をいただき、このようなことも発信していく必要性を
感じています。




